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施設整備事業について（県直接補助分） 

 

 

（１）介護施設等の創設を条件に行う広域型施設の大規模修繕・耐震化整備事業 

（ア）対象事業 

都道府県計画及び市町村計画に定める介護施設等を１施設創設することを条件に、広域型

施設１施設の大規模修繕又は耐震化を行う事業を対象とする。 

（イ）対象施設等（いずれも定員３０名以上の広域型施設に限る。） 

ａ 特別養護老人ホーム 

ｂ 介護老人保健施設 

ｃ 介護医療院 

ｄ 養護老人ホーム 

ｅ 軽費老人ホーム 

 （ウ）注意事項 

   ・本事業の条件である「介護施設等を１施設創設すること」に係る費用は本事業の補助対象

外です。（補助対象外となる部分に対して別の補助事業を活用することは妨げません。） 

 

 

（２）介護施設等の大規模修繕の際にあわせて行う介護テクノロジー導入支援事業 

（ア）対象事業 

介護施設等において、「施設の一部改修」又は「施設の付帯設備の改造」に該当する大規

模修繕に連動し、介護テクノロジー導入支援事業において対象となっている機器等を導入す

る事業を対象とする。 

（イ）対象施設等 

   ○定員３０名以上の下記施設 

ａ 特別養護老人ホーム及び併設されるショートステイ用居室 

ｂ 介護老人保健施設 

ｃ 介護医療院 

ｄ ケアハウス（特定施設入居者生活介護の指定を受けるもの） 

ｅ 養護老人ホーム 

ｆ 介護付きホーム（有料老人ホーム又はサービス付き高齢者向け住宅であって、特定施設

入居者生活介護の指定を受けるもの） 

〇定員２９名以下の下記施設 

ａ 地域密着型特別養護老人ホーム及び併設されるショートステイ用居室 

ｂ 介護老人保健施設 

ｃ 介護医療院 

ｄ ケアハウス（特定施設入居者生活介護の指定を受けるもの） 

ｅ 認知症高齢者グループホーム 

対象事業（１） 
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ｆ 小規模多機能型居宅介護事業所 

ｇ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 

ｈ 看護小規模多機能型居宅介護事業所 

ｉ 介護付きホーム（有料老人ホーム又はサービス付き高齢者向け住宅であって、特定施設

入居者生活介護の指定を受けるもの） 

ｊ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 

ｋ 都市型軽費老人ホーム 

ｌ 養護老人ホーム 

ｍ 施設内保育施設 

（ウ）注意事項 

   ・本事業の条件である「大規模修繕」に係る費用は本事業の補助対象外です。（補助対象外

となる部分に対して別の補助事業を活用することは妨げません。） 

   ・本事業における「大規模修繕」とは以下の工事を指します。     

①施設の一部改修：一定年数を経過して使用に堪えなくなり、改修が必要となった浴 

室、食堂等の改修工事や外壁、屋上等の防水工事等施設の改修工事 

②施設の付帯設備の改造：一定年数を経過して使用に堪えなくなり、改修が必要となった給排 

水設備、電気設備、ガス設備、消防用設備等付帯設備の改造工事 

   ・「付帯設備」とは施設と一体となっているものを指すことから、設置や改修に大規模な工

事が必要な設備工事のみ「施設の付帯設備の改造」に該当します。（既存設備の改修のみ

で、施設本体の全面的な改修・補修等を要しない工事は大規模修繕に該当しません。） 

 

＜介護テクノロジー導入支援事業に関するよくあるご質問への回答＞ 

Q1 どのような工事が対象になりますか。 

A1 個々の施設により老朽化等の事情が様々であるため、原則としては個別判断となりますが、以下の

目安を参考としてください。 

① 工事の内容 

介護テクノロジー導入との親和性が高い工事が対象となります。具体的には以下の例を参考

にしてください。 

（例） 

・天井等の内装改修や電気設備の改造工事に併せて、見守りセンサーと Wi-Fiを導入 

・給排水設備の改造工事に併せて、排泄物の処理にロボット技術を用いた設置位置の調整可能

なトイレを導入 

・浴室の改修工事に併せて、ロボット技術を用いて浴槽を出入りする際の一連の動作を支援す

る機器を導入 

 

例示した以外の工事であっても、親和性が高いと認められれば対象となります。 

なお、既存設備の更新のみの場合は、大規模修繕に該当しません。 
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② 工事の規模 

本事業は「大規模修繕」を必要とするため、例えば工事する箇所の面積が施設全体の約半数に及

ぶなど、割合的に見て過半数であることが一つの目安となります。 

なお、大規模修繕費と比較して介護テクノロジー導入費が著しく大きい場合(概ね 3倍以上)は、

本事業の趣旨に合致することを確認するため、大規模修繕に伴う導入である旨の説明資料を求め

ることがあります。 

 

Q2 申請前に相談したいのですが。 

A2 初回のご相談は、原則としてメールにて伺います。工事内容、導入する介護テクノロジー及び質問

事項を明記し、参考となる資料（工事箇所の平面図、導入機器の見積書等）があれば添付の上、下記

の問い合わせ先へ送付してください。 

  なお、申請前の相談は、伺った内容を踏まえた一般的な回答となります。相談時点で本事業に採択

されるかどうかを確約することはできませんのでご了承ください。 

 

Q3 いつまでに大規模修繕工事を完了すればよいですか。 

A3 本事業は大規模修繕に係る費用は補助対象外であるため、補助対象年度内に工事を完了する必要

はありません。 

  ただし、大規模修繕に係る費用について、本事業とは別に補助金等を受ける場合は、その補助金等

の規定に従ってください。 

 

Q4 いつまでに介護テクノロジー導入を完了すればよいですか。 

A4 原則として、補助対象年度の年度末（3月 31日）までに、支払まで完了する必要があります。 

  ただし、やむを得ない事情により年度内の完了が困難な場合は、事前に県の承認を得て事業期間

を延長できる場合がありますので、必ず事前にご相談ください。 

 

 

 

（３）介護施設等における看取り環境整備推進事業 

（ア）対象事業 

看取り対応が可能な環境を整備するため、看取り及び家族等の宿泊のための個室の確保を

目的として行う施設の改修やベッド等設備の整備を行う事業を対象とする。 

（イ）対象施設等（いずれも定員規模は問わない。） 

ａ 特別養護老人ホーム 

ｂ 介護老人保健施設 

ｃ 介護医療院 

ｄ 養護老人ホーム 

ｅ 軽費老人ホーム 

ｆ 認知症高齢者グループホーム 
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ｇ 小規模多機能型居宅介護事業所 

ｈ 看護小規模多機能型居宅介護事業所 

ｉ 介護付きホーム（有料老人ホーム又はサービス付き高齢者向け住宅であって、特定施設

入居者生活介護の指定を受けるもの） 

 

（４）共生型サービス事業所の整備推進事業 

（ア）対象事業 

共生型サービスの指定を受けた介護保険事業所、本事業完了の日までに指定を受ける見込

みの事業所及び創設する事業所において、障害者や障害児を受け入れるために必要な施設の

改修、設備整備を行う事業を対象とする。 

（イ）対象施設等（いずれも定員規模は問わない。） 

ａ 通所介護事業所（地域密着型通所介護事業所を含む。） 

ｂ 短期入所生活介護事業所（介護予防短期入所生活介護事業所を含む。） 

ｃ 小規模多機能型居宅介護事業所 

ｄ 看護小規模多機能型居宅介護事業所 

 

 

（５）介護職員の宿舎施設整備事業 

（ア）対象事業 

介護人材を確保するため、対象施設の事業者が当該介護施設に勤務する職員の宿舎施設整

備（既存建物の買収・改修を含む）を行う事業を対象とする。 

（イ）対象施設等（いずれも定員規模は問わない。） 

ａ 特別養護老人ホーム 

ｂ 介護老人保健施設 

ｃ 介護医療院 

ｄ ケアハウス（特定施設入居者生活介護の指定を受けるもの） 

ｅ 認知症高齢者グループホーム 

ｆ 小規模多機能型居宅介護事業所 

ｇ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 

ｈ 看護小規模多機能型居宅介護事業所 

ｉ 介護付きホーム（有料老人ホーム又はサービス付き高齢者向け住宅であって、特定施設

入居者生活介護の指定を受けるもの） 

（ウ）注意事項 

   ・本事業を活用して整備した宿舎施設については、以下の点を継続的に調査・確認します。 

①家 賃：居住等に要する平均的な費用の額及び施設の状況その他の事情を勘案し、近傍

（原則として本事業で整備する宿舎の所在する市町村内の地域内とする。）類

似の家賃と比較して低廉なものとなっているか。 

②入居者：対象施設に勤務する職員以外の者（職員の家族等や他の介護保険・老人福祉関
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連施設・事業所（サービス付き高齢者向け住宅を含む。）に勤務する職員）が

入居していないか。入居している場合には、対象施設の職員の利用に支障のな

い範囲（定員規模の２割以内）であるか。 

 

 


